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お客様各位 

日本カノマックス株式会社 

 先端計測事業部 

 

大気圧下で 0.1μm を分級できる（特許技術） 

 “ナノサンプラーⅡ”発売開始のお知らせ 

 

日本カノマックス株式会社（本社：大阪府吹田市、代表取締役会長：加野 稔）は、世界初の特許技術をもちいて

大気圧下で 0.1μm のエアロゾルの分級を実現した、ナノサンプラー（Nanosampler）MODEL3180 の後継機種として、

“ナノサンプラーⅡ“ （NanosamplerⅡ）MODEL3182 を、2015 年 9月 14日に発売します。 

 

ナノサンプラーは、大気圧下において、0.1μm の分級を実現しました。後継機種の“ナノサンプラーⅡ“では、アルマイ

ト加工された耐食性アルミニウム製の本体とステンレス製の捕集板を積み重ねた構造をしており、PM10 から PM0.1 ま

での5段階のステージにエアロゾルを分級捕集します。PM10、2.5、1.0、0.5のステージではサンプリングにテフロンバイ

ンダーフィルタ、そして PM0.1 のステージでは SUS製の繊維層フィルタを充填したカートリッジを用いて捕集します。

0.1µm以下のエアロゾルはバックアップフィルタによって濾過捕集されます。 

PM0.1 の分級サンプリングには、一般的に LPI (Low Pressure Impactor)が用いられていますが、LPI では装置

内を真空近くまで減圧しなければならず、捕集時の粒径や組成の変化が懸念されます。ナノサンプラーⅡの PM0.1 の

ステージでは減圧することなく、大気圧下で、一度に大量のエアロゾルをサンプリングすることが可能です。そのため、減圧

下で揮発、分解しやすい有機化合物を含むエアロゾルの捕集に適しています。 

 

サンプル流量は40L/min と大流量に対応できますので、短時間で、秤量、分析に十分なサンプル量を捕集すること

が可能です。 

 

●主な特長 １． 0.1μm を大気圧下で分級可能 

２． 小型ながらサンプリング流量が 40L/min 

３． 大気圧下で捕集できるため、減圧下では揮発や分解しやすい成分の 

サンプリングが可能 

４． 分級レンジは PM10/2.5/1.0/0.5/0.1 の 5 ステージをカバー 

 

 

●主な用途   ・大気環境の研究  ・健康への影響評価 ・室内エアロゾルの分級 

・放射性エアロゾルの分級 ・自動車排ガスの研究 ・呼吸器疾患の研究 

 

NEWS RELEASE 



2/3 

●PM0.1 ステージの分級原理 

繊維層フィルタによるエアロゾルの捕集では、拡散、慣性、さえぎりが捕集 

機構として作用し、それぞれの捕集効率は粒径および速度に依存します。 

慣性は粒径が大きく、ろ過速度が速いほど強くなり、ブラウン拡散は粒子 

が小さく、ろ過速度が遅いほど強くなります。 

本製品では、ろ過速度を上げることで 

拡散による捕集を抑制し、粒子を慣性 

のみで捕集しており、各ステージの分級 

特性をもつ装置を実現しました。 

*) Otani, et.al. “Inertial Classification of 

Nanoparticles with Fibrous Filters”,  

Aerosol Air Qual. Res., 7, 343-352 (2007)   

 

 

●主な仕様 

分級方式 慣性捕集 

分級レンジ PM 10, PM 2.5, PM 1.0, PM 0.5, PM 0.1 

およびバックアップフィルタ 

捕集材 テフロンバインダーフィルタ（PM 10/2.5/1.0/0.5/バックアップ ） 

SUS 繊維（PM0.1） 

サンプリング流量 40L/min 

外形寸法・質量 φ77 × H201 mm（突起部を除く）/2kg 以下 

付属品  テフロンバインダーフィルタ･･･1 箱（50 枚入り） 

PM0.1 カートリッジ（捕集材入りホルダー）･･･6 個 

キャリングケース 

オプション 真空ポンプ、流量制御ユニット 

スペアパーツ PM0.1 カートリッジ（捕集材入りホルダー）･･･6 個 

PM0.1 ホルダー･･･1 個 

PM0.1 捕集材･･･1 枚（10cmｘ10cm：約 100 回分） 

PM0.1 カートリッジ保管ケース･･･12 個 

PM0.1 用Ｏ-リングと支持板･･･12 セット 

テフロンバインダーフィルタ･･･1 箱（50 枚入り） 

シャーレ（φ55 用）･･･20 個 

 

 

 

フィルタによる分級原理*
)
 

PM0.1 カートリッジ 
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PAMS本体 

●日本カノマックス株式会社について 

日本カノマックス株式会社は、気流や水流などの“流れ”（Fluid）と目に見えない“ 微粒子”（Particle）を精密に

計測する技術を応用した製品やサービスで体現される環境計測機器の製造販売会社です。日本国内では、東京と

大阪に拠点を持ち、風速計、粉じん計、流体研究機器、粒子計測機器、質量分析装置などを取り扱っています。 

 

本社：大阪府吹田市清水2-1 

代表取締役会長：加野 稔 

URL：http://www.kanomax.co.jp/ 

 

本製品に関するお問合せ先 

 日本カノマックス株式会社 先端計測事業部 粒子研究計測ソリューションズディヴィジョン 

http://www.kanomax.co.jp 

E-Mail：aerosol@kanomax.co.jp 

〒565-0805 大阪府吹田市清水 2-1 

電話番号：06-6877-0177 FAX 番号：06-6877-6849 

http://www.kanomax.co.jp/

